
●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

　本日の会長の時間は、10月の節気についてお話しさせて頂きます。
　旧暦では、月の呼び方に和風月名を利用してきました。10月の和風月名は
神無月です。年中行事としては、衣替え、スポーツの日、ハロウィーンなどが
あります。
10月の二十四節気と七十二候をご紹介すると、二十四節気とは半月ごとの季
節の変化を表す区切りの日、そして、さらに二十四節気を五日おきに分けて、
季節の動きや動植物の変化を知らせる短文のことを七十二候（しちじゅうにこう）と言います。
10月8日頃を寒露（かんろ）といい、夜が長く感じられ、澄んだ空気の秋らしい過ごしやすい日
が多くなってくる頃です。暦便覧の記述は、「陰寒の気におうて、露むすび凝らんとすればなり」
とあります。
そして、10月23日頃を霜降（そうこう）といい、朝晩の冷え込みが本格的になり、山間では霜が
降り始める時期です。
暦便覧の記述は、「露が陰気に結ばれて霜となりて降るゆえなり」です。
又、七十二候では、10月3日頃を水始涸（みずはじめてかるる）稲刈りをする準備をすることを言
います。
10月8日頃を鴻雁来（こうがんきたる）といい、つばめと入れ替わりに雁が渡ってくるころを言い
ます。
10月13日頃を菊開開（きくのはなひらく）
10月18日頃をきりぎりすとにあり
10月23日頃を霜始降（しもはじめてふる）
10月28日頃をこさめときどきふる　と言われています。
この何をするにも心地よい10月を趣味、スポーツ、ロータリーを存分楽しみましょう。以上です。

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇
11 月 15 日（水）会員卓話 廣瀬明正委員長【増強・職業分類委員会】
11 月 22 日（水）休会【定款第７条第１節（ｄ）による】
11 月 29 日（水）ガバナー補佐訪問 宮宅ガバナー補佐【青少年奉仕委員会】
12 月 6日（水）国際奉仕委員会担当

会　長　　櫻　井　宣　孝
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　三　枝　丈　次 クラブ会報・広報・記録委員長　　森　本　匡　裕

国際ロータリー第2680地区 ガバナー
安行　英文様
ご挨拶

櫻井　宣孝
安行ガバナー様、随行員 山本様、ご来訪、誠に有
難うございます。
本日は宜しくお願い申し上げます。

矢野　　聡・藤井　宏行・坂口　嘉久
志方　正昭・田中　浩行・村上　則宏
大橋　卓司・井野　隆弘・柿木　國夫
都倉　隆宏・京谷　愼平・中谷　利幸
内海　　薫・小西　文孝・松下　和雄
濵田　喜重・三枝　丈次・廣瀬　明正
吉川　　弘・庄司　　武・佐野　栄作
青柳　　淳・田中　伸明・花田　武志
安行ガバナーをお迎えして。

本誌は、職場や家庭に持ち帰って、皆さんでご一緒にお読み下さい

The Rotary Club of Takasago Seisho, Japan
2023－ 24年度国際ロータリーのテーマ

Create Hope in the World
世界に希望を生み出そう

No.122023年11月8日 発行

ガバナー公式訪問ガバナー公式訪問
令和5年10月25日（水）

国際ロータリー第2680地区　ガバナー
安行　英文 様

前略
　この度、ガバナーとして、丸尾研一指名委員長によって
ご指名いただきました、三田RCの安行と申します。小規
模なクラブでの不安、まして、浅学菲才、寡見少聞、区聞
陬見(くぶんすうけん)、以多問寡、まだまだロータリーの
何もわかっていない身ゆえ、皆様にご迷惑をおかけするこ
とが多々あると思います。どうか皆様に善き指導を賜りた
く存じます。
　さて、冒頭にあげた言葉は、「他人のために説くということは、必ずしも自己と他
人との関係の中でなされているのではなく、他のために説くことが、そのままそっ
くり自己のために説くことにほかならない」という意味です。つまり、自己中心の自
分に気づき、そのうえで自己を磨くということなのです。自己を磨くということと自
己中心は全く違います。ロータリーに捧げるという決心をした限り、己を磨き、他
のために尽くしきっているかどうか問い続けなければなりません。
　これは私の師であった、今井鎮雄先生から20代の頃、「身を捧げなさい」と教
えられたことに通ずる、私の心の芯となって今も常に自問し続けています。今後大
役を受けた限りは、今一度自分に問うて、地区はクラブのためにあるという考えの
もと、むしろ自分の生きがいを充足させてもらっているのだという謙虚な姿勢で、
2680地区全クラブの下支えとなるよう今後も望みたいと思っています。
　どうか、2680地区の各クラブ活性化の
ためご協力いただきますよう、重ねて心から
お願い申し上げます。
ゴードン R．マッキナリー国際ロータリー会
長は2023-24年度会長テーマとして、

「Create Hope in the World
世界に希望を生み出そう」

を発表しました。この素晴らしい言葉に、

「為説は必ずしも自他に関われず、「為説は必ずしも自他に関われず、
他のための説着、他のための説着、

即ち自らのための説着」即ち自らのための説着」



幹事報告　第 12 回（通算 2073 回）

１．地区より
　 案内及び依頼事項ありません。
２．パソナグループより
　 4年ぶりに大阪で開催される世界最大級の旅の祭典 「ツーリズムEXPO ジャパン 
2023」 『淡路島西海岸』 ブース出展の案内が届いております。

３．例会変更
　 近隣クラブからの例会変更のお知らせがございません。
回覧いたしますので確認お願いします。

（幹事より）
次週11/1は、休会となっており、次の例会は、11/8ロータリー財団委員担当となっており、地区ロータリー財団委
員 榊誠(さかきまこと）様の卓話となっております。多数の参加お願いいたします。

今井鎮雄先生がRI理事だった1995年(いろいろな意味で記憶に残る年度であっ
た)、私が今井先生に誘われYMCAやロータリー会員になった、当時のRI会長 ハー
バード・ブラウンのテーマ、

「Act With Integrity Serve With Love Work for Peace
真心の行動、慈愛の奉仕、平和に貢献」

を早い段階でテーマにしようと考えていました。
　それは、今井元RI理事が残した「紛争解決にはライラだよ」と彼が掲げていた
理想の中に、いつか紛争解決のプログラムがきっと日本でできると思っていたので
すが、よもやゴードン会長の話の中で「平和」について語られたことは縁というも
のでしょうか。 
　まごころは、平和への招待状だと思う、世界への、自分への信託だと思います。 
　RI会長のテーマを心から歓迎し、まごころを添えて、愛をもって、すべて平和に
つながるよう取り組んでまいりたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草々

例会記録　2023.10.25（水）　通算 2080 回
ソ ン グ

出 席 報 告

来訪ロータリアン
（11 月 1 日分）

本日のゲスト

「奉仕の理想」「四つのテスト」「歓迎歌」

  10 月　  4 日　会員数３９名　欠席者 　７名 　出席率　81.25％ （修正による）
　（この内出席免除者　１５名） 

  10 月　25 日　会員数３９名　欠席者 　６名　  実出席者数　２８名
　（この内出席免除者　１５名）   　 出席率　82.35％

脇谷　政孝様（高砂 RC）

国際ロータリー第 2680 地区
ガバナー　安行　英文様
随 行 者  　山本　信勝様
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